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水稲の諸形質に及ぼす根圏域の影響
3 株内で個体の根系が隔離された場合について
秋田謙司* 丹下宗俊“
(昭和62年8月10日受理)
日FFECTS OF RESTRICTED RHIZOSPHERE 
ON VARIOUS GROWTH CHARACTERS 
OF PADDY RICE PLANTS 
COryzαsαtivαLJ 
3 . Isolation of Root Systems and Plant Growth 
Kenji AKITA and Munetoshi TANGE 
Abstract 
In this study， growth characteristics of paddy rice plants (Oryza sativa L.， cv. Nihonbare) in the cases where 
individual root system were isolated with each other or not (control plot) were examined in order to elucidate 
the interaction of root system within hil. 
Under the condition in which individua1 root system were isolated with each other， total plant dry weight 
per hil increased in 4 plant hil and decreased in 8 p1ant hil regardless of rhizosphere size at panic1e formation 
stage. It increased in al plots at heading time， with the highest increase in L plot. However， the increase in 
total plant dry weight was very small in each plot at maturing stage. 
T-R ratio was reduced by the isolation of root system at each growth stage. The extent of the decline in 
T・Rratio varied with rhizosphere size and the number of plants per hill. However， the difference in T僻Rratio 
due to root system isolation extended with increasing rhizosphere sizes in both 4 and 8 plant hils at maturing 
stages. 
Leaf area per hil increased by isolating root system of individua1 p1ants， with greater extents of the increase 
in smaller rhizosphere at panic1e formation stage and in larger rhizospheres after heading. 
Nitrogen content per hil increased by isolating root system in each plot at panicle formation stage， with 
greater extents of the increa舘 insmaller rhizospheres. However， the difference in N content between treated 
plots and control plot was very small at heading time. At maturing stage， N content was higher again in 4 p1ant 
hil than the control plot and remained at a low level in 8 plant hil. Also， the effects of root system isolation 
were more pronounced in smaller rhizospheres regardless of the number of plants per hill. 
緒 書
前報 1.2)において，水稲は根圏域や l株本数が異なる
と，それに対応して諸形質が変動し，さらに，収畳に直
接関与する諸形質にも大きく影響するととを述べた。通
常，水稲は数個体が 1株として植付けられるが，その場
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合，地下部の個体間相互作用としては，植付直後から根
群の株内競合が始り，生宵iと伴って株間競合が行われる。
根の数は発生学的には大体一定しているが，環境によっ
て鋭敏に在右される 3)。維管束は器官相互の連絡を司ど
り，根は地上部の器官形成と密接な相関を持ちながら生
育する 4.5)ため，養分吸収面積の多少，すなわち根圏域
の大きさは，水稲体そのものの発育に大きく影響するも
のといえる。
川田ら6)の根群調査によると，水稲冠根の伸長方向は
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材料および方法
株内個体の根系隔離の処理は第 1図iζ示すとおりであ
る。根系を隔離するために使用した塩ビ板は深さ30c加で，
Potの内壁に合わせて裁断し l株本数が4本の場合は
900 ， 8本の場合は450 になるように，それぞれ株内の
個体数に対応して，所定の角度に仕切り，接着剤で固定
した。なお，供試品種並びにその他の実験方法は前報)
で述べたとおりである。以下 株内の根系が競合しなが
ら生育した区を標準区として論を進めることとする。
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結果および考察
1 .幼穂形成期
第2図は幼穂形成期において 各標準区の諸形質を
100として，個体ごとに根系を隔離して生育させた水稲
の形質の変化を指数で示したものである。
4本植では全乾物重は根系隔離によって増加した。し
かも，その程度は根圏域の小さなS区で最も大きかった o
Note. 
CコS:11 5330a， mヨM: 1/2020a， j'，Jitし:1I1050a， 
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and unisolated plots when compared to 
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一方， 8本植の全乾物重は， 4本植とは逆に，根圏隔離
によって減少した。また，その減少程度は根圏域の大き
なL区で最も大きかった。このように，乾物重に対する
株内における個体の根系隔離の影響は，根圏域の大きさ
並びに 1株本数によって，明らかに異なる乙とが認めら
れた。
乙の時期のT-R率は， 4本植， 8本植ともに，根系
隔離によって減少したが，その減少程度と根圏域の大き
さとの聞には， 4本植と 8本植とで逆の関係が認められ
た。すなわち，根系隔離によるT-R率の減少程度は 4
本植ではS区とM区とで大きく，両区聞には大きな差が
① 
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4 
上位根は横方向IC，下位根は各方向i乙， p"要素"根は
大半が真下方向に伸長しており，株内で根群が交錯した
場合と，個体ごとに隔離された条件下とでは，その生態
反応を異にするものと考えられる。
本研究は水稲根系の株内相互作用の機構を解明するた
め，株内において根系を個体ごとに隔離し，各生育段階
における諸形質を調査した。そして，その結果を株内で
根系が競合した状態で生育させた場合と対比しつつ，検
討を加えたものである。
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なかったが， L区は著しく小さくて指数でー4.5であっ
た。一方， 8本植では，その減少程度は根圏域が大きい
ほど大きく， L区は指数で-20.8であった。乙のように，
根圏域が大きい場合には， T R率i乙対する根系隔離の
影響が 1株本数によって大きく異なった。
葉面積は 4本植， 8本植のいずれの場合も，椴系隔
離によって増加した。なお，その増加程度の差は，根閤
域が小さな方でやや大きかった o また，根闘域の大きさ
が同じ場合には， 8本植より 4本植の方で僅かに大きかっ
fこ。
ζのような，乾物生産や葉面積の変化に及ぼす根圏域
並びに 1株本数の影響は， Nの供給と密接な関係がある
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ものと考えられる。そ乙で，株当りN含有量を指数で比
較すると，根系隔離によって， 4本植では5.2-7.1，
また， 8本植では0.6-7.0の増加が認められた。しか
も，その値はS区で大きく， L区で=小さかった。乙とに
根圏域の大きなL区では，根系隔離による影響は4本植
より 8本植の方が小さかった。乙の乙とは， Nの供給源
としての根圏域の大きさが異なる場合，当然、根群の発育
にも影響するが，根系の隔離は地上部の生育と関連しな
がら， Nの吸収量にも大きく影響するものと考えられた 0
2.出穂期
出穂期の諸形質iζ対する根系隔離の影響を，指数で示
すと第3図のとおりである。乙れによると， 4本植の全
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乾物重lζ対する指数は19.1-37.4であり，幼穂形成期l乙
比べて著しく大きくなった。また，根圏隔離の影響は根
圏域の大きなL区のみが著しく大きかった。一方， 8本
植では，幼穂形成期の指数は負であったが，この時期に
は正i乙転じて10.6-29.6の範囲にあり，しかも，根圏域
が大きいほど根圏隔離の影響も大きかった。
乙れに伴って 4本植のT-R率iζ対する指数は-15.6
--21.5の範囲にあり，根圏域の大きさによる差は小さ
かったが，それらの中ではL区で比較的大きかった o 8 
本植においても負の値を示し -11.1--11.6の範聞に
あり，根圏域の大きさがT-R率に及ぼす影響はきわめ
て小さかった。
個体の根系隔離による葉面積への影響は， s区では 4
本植， 8本植のいずれにおいても，幼穂形成期に比べる
と小さかった。しかし， M区やL区では逆に根系隔離の
影響が大きかった。乙とに幼穂形成期において，その影
響が最小であったL区は， 4本植， 8本植ともに出穂期
には大きな値を示した。乙の乙とは，水稲の収量lと大き
な影響を及ぼす乙れらの時期iと，根圏域の大きさが，葉
身の形態形成に重要な影響を及ぼす乙とを示したものと
考えられる O
株当りN吸収量lζ対する指数は， 4本植はー2.2-
-2.6， 8本植は-0.4--2.5であり，幼穂形成期と
は逆に負に転じ，しかも，根圏域が大きい場合は，根圏
隔離の影響は僅かに大きい傾向を示した。
3 .成熟期
成熟期における諸形質の根圏隔離の影響を標準区に対
する指数で第4図に示した。全乾物重の指数は4本植で
は2.5-6.4，8本植では0.4-3.7となり，各区とも
出穂期lζ比べて著しく縮小した。なお，その影響はL区
で最も大きく株本数では 4本植の方が8本植よりも
大きかった。
T-R率では， 4本植は-0 .8--24 . 2， 8本植は
-1.6--26.0の範囲にあり 根圏域が大きいほど根圏
と正の値を示し， 8本植は-2.0-ー 3.1と負の値を示
しており， 1株本数によってN吸収に及ぼす影響が大き
く異なることを示した。しかもその差は根圏域が小さい
ほど大きかった。乙のことは，根系の競合とNの吸収並
びにその配分の視点からも，さらに十分な検討を要する
課題であると考えられる。
摘 要
本実験は水稲根系の株内相互作用を解明するため，株
内の個体の根系を桶離した場合と，根系が交錯した場合
(標準医)における，水稲の諸形質の差異について検討
しTこ。
根系が隔離された条件のもとでは，幼穂、形成期の株当
り全乾物重は根圏域の大きさと関係なく 4本植で増加
し8本植では減少した。出穂期にはすべての区で増加し
たが，その増加量はL区で最も大きかった。しかし，成熟
期になると各区とも増加量は著しく小さかった。
各生育段階におけるT~.R率は根系隔離によって低下
した O その程度は根圏域の大きさ並びに l株本数によっ
て異なったO しかし，成熟期には 4本植， 8本植共lζ
根圏域が大きいほど根圏隔離による差が大きくなった。
株当り葉面積は根系が隔離されると増加したが，幼穂、
形成期には根圏域が小さいほど増加の程度が大きく，逆
に出穂期以後は根圏域が大きいほど増加の程度が大きかっ
7こO
株当りN含有量は，幼穂形成期lとは根系が隔離される
と増加したが，根圏域が小さいほど増加の程度が大きかっ
た。しかし，出穂期には標準区との差は極めて小さかっ
た。成熟期になると 4本植のN含有量は再び標準区よ
り多くなったが， 8本植では少ないままであった。さら
に1株本数に関係なく，根系隔離の影響は，根閤域が小
さいほど大きかった。
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